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１ はじめに 

 

利便性に優れかつ有用性の高い規格である JIS B 

0001：機械製図が，2019 年に改正されたが，用語の

間違い・製図ルールの誤用と例外的事項があり，解

説記事を熟読しても真意は不明確などが見られる． 

本報は，2020 年 10 月に設置された「製図規則検 

討分科会」の報告の第２報として，JIS Ｂ・Ｚ部門

における機械製図規格に関連する規格内容の調査研究

の概要を述べる． 

 

２ JIS Ｂ・Ｚ部門における機械製図規格に関連する 

  規格内容のアンケート調査の概要 

 

機械系の設計製図教育担当者および実務設計者を対

象に，製図規格に規定されている諸内容を「正しく教

えられますか」に関して調査を行った結果について述

べる． 

１．アンケート調査のご協力のお願い 

先生方ならびに企業の実務設計者の方々が日頃感じ

ておられる「分かり難い」，「使い難い」などの規定や

用語を，別紙のアンケートで調べさせて頂くことにし

ました．ご協力のほどお願い申し上げます． 

なお，アンケート結果は統計量として扱い，ご回答

頂いた方々のプライバシーに関わる事項は，極秘とし

ます．また，アンケートにご協力頂いた方で「アンケ

ート結果」をご希望される方には，回答例とともにお

届け致します．アンケート回答用紙の末尾に宛先をお

知らせください．  

２．回答（ご協力者）の所属と回答 

工業高校：２２校－２６名（表１），高等専門学校：

２８校－３５名（表２），大学：４５学－６６名（表３），

企業：１２４社：１６０名（表４），その他：４名（掲

示を省略），合計２８７名． 
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表１ 工業高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 高等専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

表３ 大 学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ 企 業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 回答の例（一部のみ） 

 

寸法公差については，新旧の規格に関して，産業界

では，寸法公差やはめあいのような基本規格は，社内

規格などに同化されているので，間違った用語や公差

原理の勘違いおよび難解な文章があっても，実質的な

影響はほとんどない．一方，教育界は，間違った用語

などの規格であっても，従順に従うことが必定となっ

ている．そのために，寸法がサイズに変更されたので，

機械的に寸法をサイズに変換して授業をしているよう

である．先生方は，生徒・学生に間違ったことを教え

てはならないとする徳とのジレンマに陥っているので

はないだろうか．悲しいかなこれが現実である． 

回答例の一部を次に記す．また考察内容に関しては，

発表時に報告いたします． 

  

(4)寸法とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(11)基準寸法とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

(29)オペレータ（計測分野）とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ おわりに 

 

製図規格は，その時期のみに運用できればよいとす

る考え方やまれな事柄を規格化することはあってわ

ならない． 参考文献（略） 


